









































ある（問題意識として、拙稿「判批（最 2 小判平成25年 9 月13日）」千葉29巻 4 号
90─91頁〔2015年〕を参照されたい）。この問題を正面から扱うものとして、於保不
二雄『債権総論（法律学全集20）』25─26頁および255頁（有斐閣、新版、1972年）、
Naoki Kanayama, De l’obligation de 《couverture》 à la prestation de 《garantir》─
Donner, faire, ne pas faire...et garantir?, in : Mélanges Christian Mouly, préface de 

















































（５）　拙稿「フランス担保保存義務の法的構造（ 1 ）─（ 3 ・完）」法研論集（早大院）
123号73頁、同124号27頁、同125号 1 頁（2007─2008年）、同・前掲注（ 2 ）「生成と
展開」、同「フランスにおける金融機関の融資取引に関する義務と責任（ 1 ）（ 2 ・
完）」早法85巻 4 号29頁、同86巻 1 号63頁（2010年）、同「フランス法における過剰
な保証に関する規律の交差─比例原則と警告義務との関係を中心に」田井義信編
『民法学の現在と近未来』154頁（法律文化社、2012年）など。
（６）　拙稿・前掲注（ 2 ）「生成と展開（ 2 ・完）」52─57頁を参照されたい。



























































































（12）　Dominique Legeais, Droit des sûretés et garanties du crédit, 10e éd., 2015, 











































（14）　Philippe Malaurie et Laurent Aynès, Droit des sûretés, par Laurent Aynès et 















（抗 弁 権） の 1 つ と 位 置 付 け ら れ て お り、「代 位 の 利 益《bénéfice de 



















（17）　Aynès et Crocq, supra note 14, p. 64 ; Legeais, supra note 12, no 275 p. 198.
（18）　詳細は、前掲注（ 5 ）の各拙稿を参照されたい。

































（20）　Phil ippe Simler , Cautionnement─Garanties autonomes─Garanties 
indeminitaires, 5e éd., 2015, LexisNexis, no 86, p. 94.
（21）　Simler, supra note 20, nos 90─92, p. 98─99.





て、Cass. com. 28 mai 1996, Bull. civ. IV, no 144 がある。
（24）　Legeais, supra note 12, no 278, p. 199─201.






























（25）　Legeais, supra note 12, no 181, p. 144.
（26）　Manuella Bourassin, Vincent Brémond, et Marie─Noëlle Jobard─Bachellier, 
Droit des sûretés, 5e éd., 2016, Dalloz, nos 185─186, p. 97─98. 
（27）　Christophe Albiges et Marie─Pierre Dumont─Lefrand, Droit des sûretés, 5e éd., 
2015, Dalloz, no 172, p. 130.
（28）　意 味 に つ き、Henri Roland, Lexique juridique, Expressions latines, 4e éd., 































（29）　Albiges et Dumont─Lefrand, supra note 27, no 173, p. 131.
（30）　Legeais, supra note 12, no 183, p. 145.
242　　早法 91 巻 3 号（2016）
　「不確定の債務」の保証とは、現在および将来発生するすべての不確定
な 債 務 を 保 証 す る と い う よ う な も の を い う
（31）




























（31）　Albiges et Dumont─Lefrand, supra note 27, no 175, p. 132.
（32）　Legeais, supra note 12, no 188, p. 149.
（33）　Bourassin et al., supra note 26, nos 185─186, p. 97.
（34）　Bourassin et al., supra note 26, no 185, p. 97.
（35）　Marc Mignot, Droit des sûretés, éd. 2010, 2010, Montchrestien, no 291, p. 129─
130 ; Legeais, supra note 12, no 190, p. 150.
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（devoir de mise en garde）」（の不履行）によっ
（36）　Legeais, supra note 12, no 189, p. 150.
（37）　詳細につき、拙稿・前掲注（ 2 ）「生成と展開（ 2 ・完）」48頁以下を参照され
たい。
（38）　Legeais, supra note 12, nos 74 et 176, p. 65─66 et 142. なお、法人がかような保
証契約を締結できることは言うまでもない。
（39）　この点については、2016年 3 月 1 日に実施（於：早稲田大学）した、ルーアン




（40）　詳細につき、拙稿・前掲注（ 2 ）「生成と展開（ 2 ・完）」64頁以下、および、
同・前掲注（ 5 ）「規律の交差」を参照されたい。
（41）　詳細につき、拙稿・前掲注（ 5 ）「義務と責任（ 1 ）（ 2 ・完）」、および、同・
前掲注（ 5 ）「規律の交差」を参照されたい。なお、筆者の従前の研究においては、
「devoir de mise en garde」を「警告義務」と表記していたが、趣旨からしてやや不
適切との指摘を頂いたため、さしあたり、「危険回避義務」の語を併記し、確定的

























（42）　Brigitte Hesse─Fallon, Anne─Marie Simon, et Marthe Vanbremeersch, Droit 
civil, 11e éd., 2013, Dalloz, p. 450. また、特別法による状況の一覧につき、拙稿・前
掲注（ 2 ）「生成と展開（ 2 ・完）」52頁以下を参照されたい。





























　民法典2313条 2 項は、先に示した 1 項に続き、「……しかし、保証人は、
債務者に純粋に個人的な《purement personnelles》抗弁を対抗すること
（44）　Legeais, supra note 12, no 278, p. 199─200 ; Simler, supra note 20, nos 527 et 564, 
p. 549 et 579.
（45）　Simler, supra note 20, no 49, p. 55─56.
（46）　Legeais, supra note 12, nos 206─207, p. 158─160.




























（47）　Simler, supra note 20, no 49, p. 56 （もっとも、同書は、ここに学説と判例によ
る混同があると指摘する）.
（48）　両者の内容を一覧できるものとして、Hesse─Fallon et al., supra note 42, p. 
267─268 参照。フランス法における絶対的無効と相対的無効について論じる邦語文





























年）、93巻 1 号68頁、同 2 号91頁、同 3 号 1 頁、同 4 号41頁、同 5 号65頁、同 6 号
61頁（1976年）、森田宏樹「『合意の瑕疵』の構造とその拡張理論（ 1 ）─（ 3 ・
完）」NBL482号22頁、483号56頁、484号56頁（1991年）、山下純司「情報の収集と
錯誤の利用―契約締結過程における法律行為法の存在意義─（一）（二）」法協119
巻 5 号 1 頁（2002年）、123巻 1 号 1 頁（2006年）参照。
（49）　Simler, supra note 20, no 228, p. 240. 伝統的な学説の展開について詳細に論じ
る邦語文献として、柴崎暁「民法四九九条の成立と付従性なき人的担保」山形大学
法政論叢24・25合併号53頁（2002年）参照。



























（50）　Simler, supra note 20, no 228, p. 240.
（51）　Simler, supra note 20, no 229, p. 240─241.
（52）　Henri et Léon Mazeaud, Jean Mazeaud, et François Chabas, Leçons de Droit 
civil, t. III, 1er vol., Sûretés, Publicité foncière, par Yves Picod, 7e éd., 1999, 









（54）　Aynès et Crocq, supra note 14, no 139, p. 59. 本条 2 項により存続する保証の法
的性質をめぐる議論の展開につき、柴崎・前掲注（49）54頁以下参照。
（55）　Simler, supra note 20, no 231, p. 242.






























（57）　Cass. ch. mixte, 8  juin 2007, Bull. ch. mixte, no 5. 本判決を扱う邦語文献とし
て、野澤ほか・前掲注（ 4 ）35─36頁、平野・前掲注（ 1 ）22頁（脚注〔 7 〕）参
照。
（58）　Simler, supra note 20, nos 237 et 239, p. 247─248 et 249─250.


























（59）　Simler, supra note 20, no 239, p. 249.
（60）　Simler, supra note 20, no 239, p. 249.
（61）　それゆえ、破毀院は附従性の原則に立ち返るべく態度を改めるべきとの指摘




































紀フランス法における連帯債務と保証（一）─（七・完）」北法47巻 5 号 1 頁、同
6 号 1 頁、48巻 1 号33頁、同 2 号 1 頁、同 6 号 1 頁、50巻 3 号77頁、同 4 号45頁
（1997年─1999年）、鈴木尊明「フランスにおける連帯債務関係成立の法的構造
（ 1 ）」法研論集（早大院）148号77頁（2013年）参照。
（63）　Legeais, supra note 12, no 278, p. 200.































（64）　Philippe Malaurie et Laurent Aynès, Droit des obligations, par Philippe 
Malaurie, Laurent Aynès, et Philippe Stoffel─Munck, 7e éd., 2015, LGDJ, no 1361, 
p. 720.
（65）　 Malaurie et al., supra note 64, no 1363, p. 720. なお、フランスの相殺制度を論
じる邦語文献として、深川裕佳『相殺の担保的機能』（信山社、2008年）、深谷格
『相殺の構造と機能』（成文堂、2013年）参照。
（66）　Cass. com., 26 oct. 1999, Bull. civ. IV, no 181.
（67）　Legeais, supra note 12, no 278, p. 200. 



































（69）　Legeais, supra note 12, no 279, p. 201.
（70）　Legeais, supra note 12, no 279, p. 202.
（71）　Cass. com., 7  déc. 1999, Bull. civ. IV, no 219 （ただし、その旨の合意をするこ
とはできる）.
（72）　Legeais, supra note 12, no 279, p. 203.
（73）　Cass. com., 13 déc. 2005, Bull. civ. IV, no 248. 































（74）　Cass. com., 29 mai 2001, Bull. civ. IV, no 100. なお、フランス法における保証
と錯誤の関係につき、山下純司「保証意思と錯誤の関係」学習院36巻 2 号73頁
（2001年）参照。
（75）　Cass. 1re civ., 7  déc. 1999, Bull. civ. I, no 335.
（76）　Legeais, supra note 12, no 279, p. 201─202.
































（78）　Legeais, supra note 12, no 243, p. 182.
（79）　Legeais, supra note 12, no 244, p. 182.
（80）　Cass. 1re civ., 20 déc. 1976, Bull. civ. I, no 415 （〔債務不履行に陥った〕主たる
債務者の期限の利益の喪失は、支払の請求を受ける連帯保証人にまで拡張されない
とされた事例）.
（81）　Cass. 1re civ., 30 oct. 1984, Bull. civ. I, no 290 （〔債務不履行に陥った〕主たる債





























（82）　Legeais, supra note 12, no 244, p. 182.
（83）　Legeais, supra note 12, no 249, p. 184.
（84）　Cass. com., 3  janv. 1995, Bull. civ. IV, no 1.







































（86）　Legeais, supra note 12, no 246, p. 183.
（87）　Christian Mouly, Les causes d’extinction du cautionnement, préface de Michel 
Cabrillac, 1979, Librairies Techniques, no 236, p. 290─293.
（88）　Simler, supra note 20, no 497, p. 520.
（89）　Simler, supra note 20, nos 495─497, p. 518─521.
（90）　Simler, supra note 20, no 497, p. 520.
（91）　Simler, supra note 20, nos 499─500, p. 522─523 （なお、債権者が、かような合意
に明白に反して主たる債務者の期限の猶予を行った場合、保証人は免責されること
になる）。
（92）　Legeais, supra note 12, no 246, p. 183.




































































（95）　Simler, supra note 20, no 498, p. 521─522.
（96）　Malaurie et al., supra note 64, no 1362, p. 720.
（97）　Legeais, supra note 12, no 246, p. 183.
（98）　Michel Cabrillac, Christian Mouly, Séverine Cabrillac, et Philippe Pétel, Droit 
des sûretés, 10e éd., 2015, LexisNexis, no 250, p. 180.














扱うものである。非事業者については、「消費法典」のうち、第 3 編第 3
章「過剰債務状態の処遇（Traitement des situations de surendettement）」の
箇所がこれを規律し、事業者については、「商法典」のうち、第 6 編第 1
章「企業の経営難予防（De la prévention des difficultés des entreprises）」、第
2 章「保護（De la sauvegarde）」、第 3 章「裁判上の再建（Du redressement 
judiciaire）」、第 4 章「裁判上の清算および職業人再生（De la liquidation 
judiciaire et du rétablissement professionnel）」の箇所がそれぞれこれを規律
している。各種の手続においては、その目的等に応じて、（主たる債務者が
（99）　Simler, supra note 20, no 495, p. 518─519
（100）　Cabrillac et al., supra note 98, no 250, p. 181.














































者信用の改正に関する2010年 7 月 1 日の法律第737号の検討─」南山35巻 3 ・ 4 合
併号232頁（2012年）参照。
（105）　Yves Picod, Droit de la consommation, 3e éd., 2015, Dalloz, no 604, p. 397.





































（106）　Picod, supra note 105, no 604, p. 398─399.
（107）　西澤・前掲注（102）38─39頁。
（108）　Legeais, supra note 12, no 252, p. 186.
（109）　Legeais, supra note 12, no 252, p. 186.
（110）　Legeais, supra note 12, no 252, p. 186─187.

































（112）　Legeais, supra note 12, no 252, p. 187.
（113）　Aynès et Crocq, supra note 14, no 137, p. 57─58.








































（119）　Legeais, supra note 12, no 252, p. 186.
（120）　Legeais, supra note 12, no 255, p. 189.
（121）　Legeais, supra note 12, no 255, p. 189.






































（商法典 L.631─14条 7 項）、また、策定された再建計画について、保証人は、
（123）　Aynès et Crocq, supra note 14, no 137, p. 56.
（124）　手続の進行につき、杉本・前掲注（102）「関係」241頁以下参照。
（125）　Legeais, supra note 12, nos 257─258, p. 191─192.
（126）　Legeais, supra note 12, no 259, p. 192.
（127）　Aynès et Crocq, supra note 14, no 137, p. 56.
（128）　Legeais, supra note 12, no 261, p. 193.
（129）　Legeais, supra note 12, no 261, p. 193.
（130）　手続の進行につき、杉本・前掲注（102）「関係」241頁以下参照。
































（131）　Aynès et Crocq, supra note 14, no 137, p. 56 ; Legeais, supra note 12, no 261, p. 
193.
（132）　Legeais, supra note 12, no 262, p. 193.
（133）　Cass. com., 8  mars 1994, Bull. civ. IV, no 96 （賃料保証において、賃借人が裁
判上の清算手続に付され、賃料債務にかかる期限の利益を喪失したとしても、反対
の約定がない限り、保証人に対してその効果は及ばないとされた事例）.
（134）　Legeais, supra note 12, no 262, p. 193.






























（136）　詳細は拙稿・前掲注（ 2 ）「生成と展開（ 1 ）（ 2 ・完）」参照。
（137）　前条とは民法典2300条のことであり、これは「検索の利益」の行使条件につい
て定めるものである。
（138）　Aynès et Crocq, supra note 14, no 301, p. 169. 
（139）　例えば、Simler, supra note 20, no 527, p. 549 はそのような見解を示唆する。































































（141）　Aynès et Crocq, supra note 14, no 301, p. 169.
270　　早法 91 巻 3 号（2016）
た。他者からどう思われようとも努力を惜しまず、他者を傷つけず誠実に生
きること、先生から賜った御指導に共通するエッセンスは、これに尽きる。
何物にも代え難い教えを賜ったことを、心より感謝申し上げる。
